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i行えJ；ってしまうのであろうか。

4 親子の自然な感情

平行は．そして本行をしたいという感情は，

はたして．家族関係の変化のなかで消えてい

ってしまうのだろうか。本干ぬの結；命を先取り

すると．答えはイエスである。しかし，それ

は税 ［－の川の「l然な感情の消滅ではなしむ

しろ， 1bllif民~ ＇系や政治l見｜係 ・ tffi力関係から解

脱された彩l-fl民！係の11¥JJLとそれに基づいた新

しい“本行”の誕生を意味している。

表2は，来京有IIが行った別査の結果をもと

に．父視をf~Jに税子関係の新しいあり方を見

ょうとするものである．

この表で，「①チどもの興味 ・関心を理解

しようと努力しているJが83.7%と8淘lを越

えてお り．父貌たちはかつてのように子ども

の今のありように関係な＜ Jlhj一的，機械的，

強制l的に秋作の枠にはめ込もうとはせず，今

あるがままの自分のfどもを理解しようとし

ている．

また．「②－fどむと遊.J：ときは，自分も－

t討になって淡しんでいるJの73.2%に見るよ

うに，父~Ji.たちは，子どもとの関係を上下関

係で.，ょなく，ともにあるl刈係にしている。こ

うした関係は，人llHI刻係学でいうところの

「い£ここでJの関係である。

生1lli関係でも政治｜見I G~でーも権力関係でもな

い新しい関係でhある，子どもとの「b、まここ

で」の｜民If系をz延きあげた車』i

1虞i正に II！を ＞l~！l つた り，感動することがあ

るJという答えが88.7%と9¥l月近くにまで述

している．父貌たちは．fどもとの聞で自然

で人間的な感情をl沫わっているのである。

このように，今nの日本では，観子聞の自

然なh島村Iは．かつてのように社会的な枠組み

がJTJなされた り，社会的に~iii＇／されたりはし

ていない。

キ｜；会のifl!Jにと っては，このことは不安定要

因であり，社会の維持存続をみーえる立場から

は， 社会の混乱が危tnされる。しかし，社会

そのものが変化している以 1-..あるいは．枠

組みにとらわれぬ「いまここでjのかかわり

と．その「いまここで」のかかわりカずもたら

すn然な感怖を知ってしまった以上，人々は

鮒jmには不自111な作飢みのなかに呼び戻され

ることはないだろう．

そして，こうした幼子関係のもとで＇｛；！＇.孝

行もまた，もはや社会的な-11~組みのなかに量fl

み込まれることはないのではないか。総子の

「1然な般的に法づく qJ°'J..~以外のものにはなり

えなくなるのではないか。そして体fill!づく り，

秋山づく りの手段にはもどらなくなるのでは

ないか。これからの孝行は，「いまここで・」

の関係にある下どもが，税に対して抱〈，「l

然な感ti'Jに基づいた行為になるのである。

おそらく ，今後，「孝行Jという言葉は．

「優しい」「紛があるJ「峻かい」「思いやり

のあるJなどの符集と代将可能な言葉へと意

味を変えていくことになるだろう。

・いまここで

「いまここで here and now Jは，人rm関係

学で用いる曾悠で．「いつかどこかで there

and LhenJの対になるit灘．

人は通常の社会生tifiでは．役削や文Ii(, ~陸去

の活長のなかでさ主きたり．他者とかかわってい

る．これが「いつかどこかでJの世界である．

しかし，そうした役制や文脈．過去の延長とい

う仮而の狩後で．人l立生き生きとした“生”を

怠除下に閉じこめられようとも，・生”は．つ

ねに霊かな感情と鮮烈な生き織を息づかせてい

る．これが「いまここでJのill:W-である．
入札社会主主訴を送るために，通常．「いま

ここでjを仮面の背後に押しやっているが．何

かに熱中した瞬間や他者や物事とのありのまま

の尚会いを来たした紛rniには．むしろ「いつか

どこかでjが背後に渇けられ，「いまことでJ
由'Ill!函に/.liて〈る．また．社会の枠組みから自

由でいられる人．自分への気づきを高めている

人は．「いまここでJの世界に比較的容易にIU

入りぞきる．
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4 正直

制大学教授馬居 政幸

－・チェックポイント・ ーー『
E①学校的世界における社会的文脈では正直という徳目が第一義的な価値をもちえない。 E

E②日常において正直であることを抑制された自己は，非日常の世界において表出する。 1

l 実感と規範

「くそ，せいな， なんでみこんな学生Jiil.ll 
なけやなんないんだ…・・・でもいってもti；方が
ないか・.....J。

これは今年の5月末の蒸し砕い日の朝. i竪

真lj・J・]jijで，いそいで学生Jiilを3"'rる中 1の次兇

がふてくされながらつぶやいた言集である。

現代の子どもにとって f正班Jという徳日が

もっ立l吹を考えるにあた り，まず最初に脳裏

に i'?・かんだのが， この打球とそれを聞いたµ~

に生じた以内」まのとまどいであった。

私はllilJJ!f!を必ずしも再定する立場にたつわ

けではない。だが，犯の小学生時代と同じ！:i.¥

いザソl~JlllでLある必然性はないとも考える。｛！日｜

Jlliの交IJJTJとしてあげられる経済 ｜この観点から

も，他に •l即日がきかない学生JJIH立余分な 111 7~

にな りがち．白山rすれば服装が百はし Jill殺

の百しれが態度の乱れという三段諭法を強調す

る.U:.R.もあるが，学生JJ[iこそ巡脱行動のシン

ボルにJIJいられることが多いはず．まして．

季節の変化に抗して．形式的に冬服用の学生

JJllを ~~l制することにどれほど；なl沫があるのか

疑lllJ. といわざるをえない。

そのため，私は次男の不満を当然、のことと

思いながらllflいた。ではなせ’とまどったのか。

「いっても仕方がない」と n己焼制してしま

ったからである。災は今年大学に入学した長

教測研修 1996/SJj')TiJ 

リjも＇ rj’Iの同時JUIに同じ不満をもらした。

そのIIおよ，母親にlr•Jかつて． 答えられないの

を及知で..ll首JJlllを滑なければならないJ!l¥rlIの

泌19Jを反抗JUI特訂の態度で迫った。私はその

やりとりに， n分の実感とキIJいれないル－JI•

にtitいながら，一人の人！日1（社会的）として

nw.するためのアイデンティティを求めてあ

が〈，長男の成長を!i'（（認した。

その6年後に同じ疑m1をむったのが次男。

小学になって苅る学生JJUと天候とのミスマッ

チに忠利JUI特有の心のゆれと，いずれも条｛lj:

はl1iJじ0 f与ぴ荒れるものと思った。だが. J長
男Ii円分の実感を“IE1(I”に言葉と行制に則

したが， rx.男はそれをJfllllillした。
このような “正直で干あること．．に対する態

度は， ？k男特ヰ｛のものなのか。

2 徳固と社会的文脈

他日としてあげられるfilli他項目の意味は，

特定の社会的文脈のなかて’初めて明確になる。

したがって，本干｛.＼の，課題である現代の fども

にとっての正直というi剖1がもっ意味を191ら

かにするためには，－rどもたちの怨v与や行動

機パと｜刻述づけながら，このiif:口をどのよう

な社会的文脈（羽ilfli)のなかでJIJいることが

可能（不可能）かを問うことが必要でーある。

このような鋭点から.l大見のつぶやきを郎

釈するに，汰のように従えられよう。むし．
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「仕方がないJという，T策の背後に，たとえ

不愉快でも我慢してザ：’l::Jlllを治ることが，rj.1

γ：校のJUl1守する小学’I：らしさ（社会的文脈）

であるとの判断があったとすれば，次男にと

って小学生らしさは，“n分の実感に正直でみ

ある”、ニとを抑制lすることから始まったわけ

である．さらに，この“n分に正直”である

ことを抑制する学佼という劫（社会的文脈）

のf利下l:l;J:,fltllJlfiあるいはそのJ)iH.¥kにある校則

や生前指持のみでるな＜ . lJl代の学校的世界自

体に内向する傾向ではないか。

もちろん，一人の人間として自立するため

には，十I：会の規範の学l"I（社会fじ）が必要で

あり，側人的5足感をコントロールすることn
休を避けることはできない。その意味で，大

人へのi位をt共栄し!litめるII寺.JYJにあたる中学Hキ
代に， if!;1人的実感とは｝もなる規範を受容せぎ

るを仰ない場面が’J：.ずるのは当然である。

だが．いかなる災般をどのように抑制また

は什芥するかは，社会的!Ill史的に相対的なは

ず。加えて.tflinlllと咋符いずれにせよ，それ

を疋且'ifじする倫理（側itli）と論理rr（合理性）

とともにがFil:fじしなければ， 111なる強制lにす

ぎない。そして， .iffi•i；＼·，“正直”という徳目

は，側々人の内的な感情や思考を，抑制では

なし外的に顕現することを社会的に許平等も

しくは促進（「正抗に~1;. I’｜しなさい」）するi祭

に，%）；1此のいj尖が明仰になると考・える。

したがって，次j)Jの「仕方がないjという

不本意な般的（倫理と冶翌日がj'j＼わない）を意

味するつぶやきの7判長には，個人的実感より

』駐日lである小佼のルール優先という，社会規

範のl勾而化に止まらない川泌があると考える。

それは，最も倫理と諭J!llを重視すべき場であ

るはずの学校という社会（的文脈）における

規範の内面化の過料において，正直（倫理と

；論理とセットになった）という徳目が第一義

的な側It立をもたない， という問題である。

3 学校における正直の抑制週程

校Jiiiとの関連で学校を問問机する:tr：見は多

い。校fltJをなくせば，子どもの向的が蘇るか

の如き論調もある．だが私lま，学校が旧来の

“教師が教科，Ifを教室で時fllH~tJにしたがって

教える．．という椛逃を維持するかぎり，正直

という~日がmー縫的な価値になりえない心

理的規制の拡大再生産が．今後も続くと考え

る。教科舎に代ぶされる事前に定められた知

織の教授ならびに知l織の記f意盆の過多と県作

l時1111の知さをJ針（IJとする;f)l仰Iiが統〈｜浪り，あ

るいは正直と成紛の』Eの相関が証明されない

限り．学年のi並行とともに正直であるかどう

かは二次的な製閃になる。

たとえば，小 ・ q1→t~と授業を比較してほ

しい。先生の賀川に子どもたちが自分の考え

を正直に終えるのは，小学校の’11学年までで

あることに気付 くはず。逆にもし，教師が自

分の考えを正i（［に答えなさいと質問し， 子ど

も一人ひとりがY4なる考えを正直に発表した

なら，そのすべてを教師は認めうるか．たま

たま教師の期待する汚1誌を子どもが発する場

令は別として，結局は教師の用意する答えに

子どもが合わせることを望むしかないはず。

道徳や特別的民b，とくに生徒指導において，

正直という徳「iを強調することはあっても，

成総評価の過程で正直でるあることにどれほど

'ifI きをおいているか。 I大g~の「仕方がないJ

が示唆するよ うに，子どもの成長とは，この

Ij~炎を学科し， 救印Ji と学校の考・えに｜当分を合

わせるようになる過程といえまいか。これが

学校的世・界における社会的文脈のなかでは，

正直という徳目がm-.l量的な価値をもちえな

いとした理由である．

とすれば，現代の子どもたちにとって正直

は窓l床をもたない徳口なのか。

4 社会生活の四つの場

図lま社会生前を「公一私Jr日常一非日常J
というこつの紬で分史Ciしたもの。子どもの場

合， Iは「乍佼の授業J,IVは 「家庭生前J.
TIは「学校の俄式J,III は「遊びの世界Jと

なろう。またII’批判；（ IとIV）を反符し，正
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しさの基触を従示するのがII, 日常性から離

れ．ストレスを解消し，活力や創造住のi原に

なるのがIIIの機能と位置づけたい。

この~をもとに， これまでの論点を司経理す

ると，公的な円常は，圧倒的に学校的iiげよ

すなわち正直さとは別次元の価値にJ左づく汗

備が優先する鳴である。そこでは， n分lこjE

l立で、あることを4n1m11することを“らしさ”の

基地とする規純の受容が版制される。

ね的なII常はどうか。次男の不満と n己規

制が，学校ではなく家庭で表現されたことが

示唆するように，子どもの成長は，家庭に’＇｛：

校的世界が位入する過程といえる。長男のよ

うに， ~7と佼に起肉する不満をl吐き Illす場が家

縫であったことも，家庭が学校的世界を支え

るj必であることを逆の方向から示していると

もいえる。これらのことは，公私いずれも口

常的な場においては，学校的世界が支配する

限り正也という徳臼は大きな価値を持ちえな

い．ということを示唆している。

では，JJli¥；のチどもたちにとって正直であ

ることは価他をもたないのか。有である。疋

I在の反対がl地であるとすれば．人はl砲をっき

紋けるほど強くはないはず。日常において正

i立であることを抑制された向己は， ~I' n ’1；~的

な世界において炎II¥する。

5 三つのマンガの世界に

1大男の~説·＇~ ( ? ）は 6 月に ~1-J'Hl:i!l!.1！誕が

終了した f少年ジャンプJ（』~~1上）の

fSLAMDUNKJ （いのうえ たけひこ）と

ジャンプに代わって再び王座を伺いつつある

f少年マガジンJ（講談社）述載中の『シュ

ートJ（大J.",H）と『はじめの一歩J（荒川ジ

ョージ）。いずれも，ド1分の選んだ泣をひた

むきに（杯悠.bl~艇の感．怖をス ト レートに llJす

ことも含めて）生きる尚佼生の妥を揃いたマ

ンガ。ただし，fSLAMDUNKJはバスケッ

ト，『シュートjはサッカー，『はじめの－

~J はボクシングである。

本誌のテーマはfilliitli観多様化だが，この三
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図

「日常的J

家庭生前｜酬仕事側）

JV 

「私的J 「公的j

町 II 

遊 ll'l 

「非日？古的J

つはそれぞれ鉾台は異なるが，ストーリーを

比較する｜決り，かなり共通のfilli値観のもとに

展開される。般かに，キャラクターはきわめ

て多機である。だがそのこと l'I休が，多機fl:

という fllli他似の共有と．イ1!11111の世界が舞台と

いう共通フレイムの存イ1：を示唆している。ま

た， n分が選んだスポーツのルールにおいて

は＇ J1;・1;tにストイックな世界を’豆・It入れるが．

それ以外の位界のルール1..：は「Irllが広tfltJ,

側々のキャラクターの例性を発.jlJIする場とし

てf1'rtかれることも共通。そして，何よりも共

通しているのは．スポーツをi:i!t択する基地で

ある．

① fitMl~って股木君このリハビリをやり

遂げたら 待っているから一一大好きな

ノfスケッ トが 1守っているから」

(rSLAMDUNKJ) 

②「イ＇1返しとか そんな小さな疋llillで始めた

んじゃないんだ。ポクはボクシングが好き

だから プロポクサーになりたいんです。J
（『はじめの一歩J)

＠「トシーーサッカ一好きか？J 
「lよい一一」（『シュートJ)

①rim-rm最終阿の以後の凡？？什負傷で

リハビリ 1j1の桜木花道への心の恋人赤城容子

による手紙の日業。＠はボクシングを始めた

J!Jl山をh）；之内一歩が，それまで彼をいじめて

きた向級’I：に；＇＂fい絞っ.. Ti!~。①は 1T1flit俊彦か

ii:Zも慨れ尊敬する先鍛久保が附の死をn~にし

て，－！）・ γカーとの！刻イ！｛，をふりかえるシーンに

H1'iかれた fi" ti~. 私はこのもめ而を，子どもの心
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を表現する最も優れた表現のーっと評価Iiする

が.<D@とともに，主人公がパスケ，サッカ

一， ；Y,クシングをするようになった羽！［｜｜が明

らかになるシーン。純同は災なれど，巡んだ

理付1は共通であることが理解できょう。

国，学校， チーム． 盟主管， 1Ll島，平和・・…・

いずれのためでもない。バスケット，ーリッカ

ー，ボクシングが“好き”だという “n分の

実感”に“正直に生きる”ためである。

このことについて，普遍的な理念や1illJ他 で

はなく．イfhf別的なJ必怖にしか，白己の行，（.＇.~の

正当性の線拠を求めえないのが，現代の子ど

ものt！！：界の特性， と解釈することも可能であ

る。そのなl床て－.1illi他の多級化を反映してい

るといえる。だが，少なくともこの場合の実

感とは， ljiなるーl時の感情の問題ではない。

それですむほど，サッカーもパスケットもボ

クシングも i~·ぃ世界ではない。

この点と関述して，もう一つの共通点を指

摘したい。それは非常に市j支な技術のきわめ

てリアルなお1：写と車店街な説明をストーリーの

骨絡においた， リアリティ溢れる構成である

こと。そこには，かつての f巨人の星Jの大

リーグポーjレに代表されるような世界はない。

世界のト yププレーヤーがお主将と研究を重ね

て生み出した技術が次々と紹介され，それを

実践するキャラククーは，その場ではスーパ

ーヒーローになる。だが，バスケット，サッ

カー，ボクシングを雌れれば，授業をさぼり，

女の子に憧れ. 1),；恋をする，どこにでもいる

ドジな男の子。lニ！分たちのイqirmの物訴である

ことが，もう一つの共通点である。

B f遊jと 「聖jからの逆照射

校術的にも倫礎的にも完全無欠なスーパー

ヒーローとは，この1止の人Ill］ではなく M~なる

世界の住人。それは自分たちの日常の外にあ

る。そしてi!'M支の技羽5もまた子どもたちのn
常の短長にはない。このような;jj：日常利ーと術

写 ・ストーリーのリアリティ （「l常性）との

矛前を解決するために，fSLAMDUNKJと

fはじめの一歩jがmいた乎法が，災花する

がや，， （聖）に近い世界のトッププレーヤーと

その技術の村微な桜倣である。さらに『シュ

ー トjの場令は，死を介した久保拡・111'1の “聖

なる世界”への飛朔である。このように，現

代の子どもたちが. ?/Tfの世界とはいえ，

口＇ii＼＇性を越える世界に n己の笑！必の杭当性を

求めていることは丞要である。

すなわち，まず何よりも学校世界から離れ

た私的な失感（好き，嫌い）にこだわること

が第一義。その意味で，図の「日常（ I . 

IV) Jではなく「遊 (III）」が基盤である。だ

がそれは，うつろいやすい感情に委ねた不安

定な判断と行動ではない。自分の命を縮め

（久保）. 'l'f 1'J・を負傷（縦木）し，阪が歪む

（一歩）ことも党倍して，“自分に対し正直

に生きる”こと（「塑 (II）」への芯向性）を

優先することから生まれる選択である。

そして，いずれのキャラクターもストイッ

クな而はもつものの，特別！な人間ではなく ，

ドジな仲間。舞台は悶校でも，読者の次男に

はrj1学生としての日常の，延長線上でとらえう

る存在。そのな味で， ？ンズfという~，，円＇ii＼＇的

な「遊びJ の世界が，私的な日’ii~の人 と して
のあり方のモデルになり，公的な円常の学校

の規範を相対化する。

「公」と「私Jいずれの「日常Jでも表現

できない “自分への正直さ”を求めた「非日

'il\•(1(JJ な「遊j ぴの也・界が，「聖J なる世界

を介して（倫理と論理をf!I'・って），“.Tl：直”の

1illバif［を優先する，もう一つの“日常的な世

界”を形成する“機縁”になる。 このような

現象（逆転）が生じていないか。

少なくとも，例々のキャラクターの蕊異性

よりも，終日1への共通帰属を優先する学校的

秩序に抗して，自己の例別的で具体的な内的

災感に “正直”であることを，第一義的価値

とする個性が，倫理性と論理性（普遍性）を

wって，子どもたちのrj1に確実に'f1まれてい

ることを， 毎~一千万以上の読者を魅 fする

この三つの作品は示唆していると考える。
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5 立身出世

お茶の水行大’／：Dlif;(J'.1: 耳塚 寛明
、、

．チェックポイント．

①E哲学歴を獲得することによってビッグな夢を見るこ とのできた立身出世の時代は，

明治期にすでに終わっている。

②日本の青年は，社会的成功を手に入れるために学歴が重要だと考えていない。国際

的にみて日本青年の特徴は，「還やチャンスjを重視する者が多い点にある。

③むしろ問題視すべきは，早期から冷却された青少年のアスピレーションである。

l 日本の近代社会と立身出世

日本の近代社会は，教育を受けて俸給:IミTi5

者になるという立身出世のライフスタイルが，

一部の士族）古からふつうの人々へと拡大・主,i:.

透する過程であった。この過粍を「サムライ

からサラリー？ンへ」という魅力的なタイト

ルのもとに辿ったのがキンモンス ・Eなのだ

が.1l主はすでに1900.fjO頃に立身出世市織が削

率化していたことに注目している（広岡J!（＼幸

ほか訳『立身111・1止の社会史j玉川大学Iii版部，
1995!1')。

同学！盛者の失業，賃金水増のブルーカラー

労働者への接近，さらに商学：服者を待ち’-Jtけ
る企業のなかでの地道な競争の登場は， 立身

出世田イデオロギーを変容させる。ビッグな成

功とあり余るおがそうそう乎に入らなくなっ

たt~~iと際"i＇［年のエー ト スとなっていったのは，

業績ではなく世il.ltりと処世ーーすなわち対人

関係を重視することだった。向い地位1.：到迷

することができるのは，教育ある背年のごく

一昔IIでしかない。

しかも「立身Jの頂点にまで到達した少数

の者も，教育を受けるために入学試験の詰IE!均

を突破し，さらに「）削減鰍Jをくぐり依け，

教峨研修 1996/ 8 Jtffll 

そして， ~i置に幼いた後にも，対人1.1..\1係を予段

として低い地位から一歩一歩前進を絞ける必

要ーがあった（前掲lli'255TI)。同学朕を役得す

ることによってビッグな｛！！＇を見ることので与き

た時代は，近代化がはじまったばかりの明治

中楽にはすでに終わっている。

2 日本は学歴偏重社会か

であるにもかかわらず，今日の円本社会は．

世界に有数の学際偏重キ｜：会て’あるとの社会通

念が一般的である。学｝従を4引与することによ

るさまさ’まなメリッ 卜は，そもそもどの.f!il!.ll'.

あるのだ「ろうか。ここではまずUifi(Iリなメリ

ットに来日してみよう。

が；t命からいうならl工学！怪l民主左京は， 長期

的にみれば低下の一途を辿っている （竹内作

fFI本のメリトクラシーj東京大~｛： II ＼版会，

1995年， 85-88頁）。 1894.ff.には清？聞大学を

卒業して高等’行10級となった者はjl給67円て：

これは当時のl良民や労働者の 1年分以上の所

:j!J>だったという（竹内1liJぬ~＇86頁）。

今［！ ではどうか。ややデータがl~iいものの．

渡辺行郎によれば，大学教育の私的収能率は

年々低下しており，およそ 6%だという

（『教育経済学の皮IJ日j 然lり］；~：毘， 1982年）。



2 3 

｜・心の時代の教育 ・No.3田

個性尊重時代の「価値の教育j 目次 教職研修 増刊号 1996/8 

規範感覚が変平ょする ~rJ;t・・・ H ・H ・H ・H ・－…...・H ・－－….....・H ・－－－－－…………・深谷 昌念、 ・9

I 子どもの価値観はどうなっているのか
III 徳目の現代的な意昧を検討する

2

8

4

0

6

2

 

1

，4
2

3

3

4

 

志

充

房

子

一

子

昌

英

絢

要

洋

谷

秋

山

石

川

深

滝

夏

内

明

石

像己H
l
 

食
M

党

．

滋

．

－

（

感
副
院
認
鋭
抽
出
品
問

純

抽

出

会

行

想

己

規

滋

托

非

m
n

’i
n
4

内

d

a

q

R
JV
F
O

1 f食品，＜J・・・・・・田・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・石川松太郎 ・88 

2 努力 …....・ H ・....・H ・...・ H ・...・H ・－……...・ H ・－－－…・・・・…・…・・・ H ・H ・－…・・・木村 敬子 ・92

3 孝行 …・・…...・H ・－… H ・H ・－… H ・H ・－…...・ H ・...・H ・－…...・H ・－－…....・H ・－樋回大二郎・ 97

0 4 正11＇［.…・ ・・・・・・ H ・........・ H ・…・・・….......……・・・…・・・…・・………・・・・……馬居 政幸 ・101 

5 il-411'.世………－ 一…………...・H ・....・ H ・－－－………・・ー……・・…ー耳塚 克明 .105 

6 性左（男らしさ，女らしさ）…………………………………………望月 重信 ・109

7 友情...・ H ・－－… H ・H ・.....・ H ・....・H ・.....・ H ・－…・・…・………・・ H ・H ・....・ H ・－－西本 ~介・ 115

8 プライパシー...・H ・......・H ・.....・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－・……………飯田浩之・ 119 

II 価値の教育をめぐる疑問に答える
IV 子どもの価値観形成に与える影響

1 日本人の側fil(/(JI.はどのような系訴をたどってきたか………・・…・・・尾図 書信雄・ 50

2 公伎と私殺をどう訓平flさせるか ・…ぃ…－…・・…・…・・…・・…・・…一一原田 彰 .54 

3 側似の教flとカリキュラムはどうかかわるか …一…一.....・ H ・－……田中 統治 ・58

4 公教＇（Jは例人の内而にどこまでかかわれるのか…・・…………・・・…・石川 備男 ・62

5 教r.1~としてどこまで価統を教えられるのかー……－……………・・永弁 聖二 ・66

6 価自立の教f1とおt僚のl刻係をどう考えるか….....・ H ・－・……………ー荒木 徳也・ 70

7 修身と足1W教1守はどう迷うのか・………－・・・…・……・……...・H ・－－飯田 稔 .74 

8 道徳教育の課題はf•iJか・…・・….. . ・ H・－……H ・H・－－－…...・H・－－－…・…ー押谷 由夫 ・78

9 「徳Jを教えることはできるか...・H ・－－……...・H ・－…・….....・ H ・－－－高旗 正人 ・82

1 テレビ...・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－…...・H ・....・ H ・－－－………・・・・－… …・…・・・島田美佐江 ・124

2 マンガ……ー……・・・…・………一…・田…・一一一………・…・・……－…・・・井上 健・ 130

3 友だちー…・・……・・・… …・・…・….......・ H ・・・・…・…・・・・……・……－－熊湾 幸子 ・134

4 ほm・－……ー… ー・・……－…一一－－－…...・H ・－－…....・ H ・－…...・ H ・中湾 智恵・ 138

5 父税........・H ・.......・H ・...・ H ・...・H ・....・ H ・－…....・H ・・・ H ・H ・－…………深谷 野蛮・ 142

6 ・・（：~1£fi'ト……・ ... . ・H ・ ・… ー……・・…・一… … …………・・H・H ・－ － 土矯 稔・ 148

7 教師一一教師の影響力 ：満足感の視点から……・・H ・H ・－－……・…戸塚 智・ 152

8 :Wi;r；~iJJ ・ ・… 一一・…・ ー…・・……・・・....・H ・...・ H ・－－－……・…......・H ・－－亀湾 信一 ・158

9 ~·:j校進学…・・…・……・………………………...・H ・H ・H・－－ － …..... ・H・－－－伊海澄生 ・ 164

10 災


